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杆体 ： 暗所で働く（明暗に対して反応）。 視細胞の95％を占める。 
錐体 ： 明るいところで働く。L（赤）錐体/M（緑）錐体/S（青） 錐体、               
             3種の組合せで色を認識する。 

 
図）色盲の人にもわかるバリアフリープレゼンテーション法 

  岡部正隆、伊藤啓  http://www.nig.ac.jp/color/gen/  杆体   錐体 

*Long wave sensitive cone（長波長感受性錐体） ／ Middle wave sensitive cone（中波長感受性錐体）    

  ／     Short wave sensitive cone（短波長感受性錐体） 





*ＮＰＯ法人カラーユニバーサルデザイン機構 

（ CUDO ）が提唱する 色弱者 と言う呼び

方が増えてきました。 

★ 今後呼称の統一が期待されています。 

人間は生まれながらに色を認識する仕組みを持っている    
→「色覚」 

 



障がいの種類 総数（千人） 

総  数 3,420   

視覚障がい 301   

聴覚・言語障がい 346   

肢体不自由 1,749   

内部障がい 849   

重複障がい 175   

厚生労働省「身体障がい児・者実態調査」（平成13年） 

色覚障がい 
   先天的色覚障がい 

  （視細胞の遺伝子異常が原因） 

    日本国内で約 ３２０万 人と推定される   

          （世界全体で 2 億人以上と推定される。） 

         
    その発生の確率は、男性：５％、女性：０．２％ 
    

     
   後天的色覚障がい ( 推定 ３０～５０ 万人 ） 
     高齢化に伴う障がい、脳内処理の障がい等、 
     多種多様に存在。   

国内の身体障がい者数 

*第１色覚障がい（P）、第２色覚障がい（D）、第３色覚障が（T）    
３タイプに分類される。 

 



先天的色覚障がいの約 ２５％ 

L錐体が存在しない（赤色錐体の欠落）   

P Protanope



先天的色覚障がいの約 ７５％ 

M錐体が存在しない（緑色錐体の欠落）  

D Deuteranope



・Mac版 

・Win版 

制作されたデザインが色覚障がいがあった場合に、どの様に見えている
かを確認するとともに、見えづらい色を自動的に色変換してくれる 






